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◇

特
集

「
原
爆
文
学
」
再
読

―
後
藤
み
な
子
『
高
円
寺
へ
』

10

後
藤
み
な
子
著
作
・
関
連
文
献
目
録

楠

田

剛

士

凡
例

一
、
後
藤
み
な
子
が
二
〇
二
五
年
一
月
ま
で
に
発
表
し
た
著
作
に
つ
い
て
、
単
行
本
、

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
エ
ッ
セ
イ
、
そ
の
他
と
し
て
分

類
し
、
発
表
順
に
書
誌
を
記
し
た
。

一
、
関
連
文
献
に
つ
い
て
発
表
順
に
書
誌
を
記
し
た
。

一
、
※
は
編
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

※
本
目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
稲
田
大
貴
氏
、
岩
下
祥
子
氏
、
喜
谷
暢
史
氏
、

栗
山
雄
佑
氏
、
坂
口
博
氏
、
茶
園
梨
加
氏
、
松
村
信
人
氏
、
山
口
響
氏
、
宮
崎

公
立
大
学
附
属
図
書
館
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（19K

13056

）
の
助
成
を
受
け
た
。

１
．
単
行
本

・『
刻
を
曳
く
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
・
八
）

※
第
一
回
平
林
た
い
子
賞
候
補
。

・『
女
芸
人
聞
書
』（
潮
出
版
社
、
一
九
八
一
・
三
）

※
「
潮
」
に
連
載
さ
れ
た
「
地
に
生
き
る
芸
」
の
う
ち
、「
潮
」（
一
九
八
〇
・
九
）

掲
載
回
が
未
収
録
。

・『
樹
滴
』（
深
夜
叢
書
社
、
二
〇
一
二
・
七
）

※
雑
誌
連
載
分
に
加
筆
修
正
。

・『
高
円
寺
へ
』（
深
夜
叢
書
社
、
二
〇
二
一
・
一
〇
）

※
雑
誌
連
載
分
に
加
筆
修
正
。
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２
．
小
説

・「
空
色
の
本
」（「
花
曜
日
」
三
、
諫
早
高
校
東
校
舎
文
学
部
、
一
九
五
三
・
一
一
）

※
「
藤
な
み
江
」
の
筆
名
で
執
筆
。

・「
刻
を
曳
く
」（「
文
藝
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
一
・
一
二
）

※
第
八
回
文
藝
賞
受
賞
、
第
六
六
回
芥
川
賞
候
補
。

・「
三
本
の
釘
の
重
さ
」（「
文
藝
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
・
四
）

※
第
六
七
回
芥
川
賞
候
補
。

・「
炭
塵
の
ふ
る
町
」（「
文
藝
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
・
八
）

・「
雲
の
穴
」（「
文
學
界
」
文
藝
春
秋
、
一
九
七
三
・
七
）

・「
海
鬼
灯
」（「
風
景
」
悠
々
会
、
一
九
七
三
・
九
）

・「
風
待
ち
島
」（「
文
藝
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
・
三
）

・「
桐
の
露
地
」（「
燭
台
」
三
、
新
日
本
教
育
図
書
、
二
〇
〇
二
・
九
）

・「
樹
滴
」（
連
作

一
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
六
・
七
）

・「
樹
滴
」（
連
作

二
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
二
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
六
・
一
二
）

・「
樹
滴
」（
連
作

三
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
三
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
七
・
六
）

・「
樹
滴
」（
連
作

四
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
四
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
七
・
一
二
）

・「
藤
棚
」（「
燭
台
」
四
、
新
日
本
教
育
図
書
、
二
〇
〇
八
・
六
）

・「
樹
滴
」（
連
作

五
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
五
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
八
・
八
）

・「
樹
滴
」（
連
作

六
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
六
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
九
・
二
）

・「
樹
滴
」（
連
作

七
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
七
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
九
・
八
）

・「
樹
滴
」（
連
作

八
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
八
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
一
〇
・
四
）

・「
高
円
寺
へ
」（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
九
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二
〇
一
〇
・

一
一
）

・「
炭
塵
の
ふ
る
町
」（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学
一
九

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
』

集
英
社
、
二
〇
一
一
・
六
）

※
「
炭
塵
の
ふ
る
町
」（
「
文
藝
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
・
八
）
の
再
録

・「
高
円
寺
へ
」（
二
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
〇
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
一
一
・
八
）

・「
高
円
寺
へ
」（
三
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
一
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
一
二
・
三
）

・「
高
円
寺
へ
」（
四
）（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
二
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
一
二
・
一
〇
）

・「
高
円
寺
へ
」（
五
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
三
、
澪
標
、
二
〇
一
四
・
五
）

・「
高
円
寺
へ
」（
六
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
四
、
澪
標
、
二
〇
一
四
・
一
一
）

・「
高
円
寺
へ
」（
七
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
五
、
澪
標
、
二
〇
一
五
・
三
）

・「
高
円
寺
へ
」（
八
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
六
、
澪
標
、
二
〇
一
五
・
七
）

・「
高
円
寺
へ
」（
九
）
最
終
回
（
「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
七
、
澪
標
、
二
〇
一

五
・
一
一
）

・「
川
岸
」（
連
作
一
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
八
、
澪
標
、
二
〇
一
六
・
三
）

・「
川
岸
」（
連
作
二
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
九
、
澪
標
、
二
〇
一
六
・
七
）

・「
川
岸
」（
連
作
三
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
〇
、
澪
標
、
二
〇
一
六
・
一
〇
）
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・「
川
岸
」（
連
作
四
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
一
、
澪
標
、
二
〇
一
七
・
二
）

・「
川
岸
」（
連
作
五
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
二
、
澪
標
、
二
〇
一
七
・
六
）

・「
川
岸
」（
連
作
六
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
三
、
澪
標
、
二
〇
一
七
・
一
〇
）

・「
川
岸
」（
連
作
七
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
四
、
澪
標
、
二
〇
一
八
・
三
）

・「
川
岸
」（
連
作
八
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
五
、
澪
標
、
二
〇
一
八
・
七
）

・「
川
岸
」（
連
作
九
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
六
、
澪
標
、
二
〇
一
八
・
一
一
）

・「
川
岸
」（
連
作
十
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
七
、
澪
標
、
二
〇
一
九
・
三
）

・「
霧
雨
」（
連
作
一
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
八
、
澪
標
、
二
〇
一
九
・
七
）

・「
炭
塵
の
ふ
る
町
」（『
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学
１
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
』
集

英
社
文
庫
、
二
〇
一
九
・
七
）

※
「
炭
塵
の
ふ
る
町
」（「
文
藝
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
・
八
）
の
再
録
。

・「
霧
雨
」（
連
作
二
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
二
九
、
澪
標
、
二
〇
一
九
・
一
一
）

・「
霧
雨
」（
連
作
三
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
〇
、
澪
標
、
二
〇
二
〇
・
三
）

・「
霧
雨
」（
連
作
四
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
一
、
澪
標
、
二
〇
二
〇
・
七
）

・「
霧
雨
」（
連
作
五
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
二
、
澪
標
、
二
〇
二
〇
・
一
一
）

・「
霧
雨
」（
連
作
六
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
三
、
澪
標
、
二
〇
二
一
・
三
）

・「
霧
雨
」（
連
作
七
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
四
、
澪
標
、
二
〇
二
一
・
七
）

・「
霧
雨
」（
連
作
八
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
五
、
澪
標
、
二
〇
二
一
・
一
一
）

・「
霧
雨
」（
連
作
九
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
六
、
澪
標
、
二
〇
二
二
・
三
）

・「
霧
雨
」（
連
作
十
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅱ
ｎ
ｄ
」
三
七
、
澪
標
、
二
〇
二
二
・
七
）

・「
霧
雨
」（
連
作
十
一
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
一
、
澪
標
、
二
〇
二
二
・
一
〇
）

※
末
尾
に
最
終
回
を
示
す
記
載
は
な
し
。「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
二
（
澪
標
、
二

〇
二
三
・
一
）
に
は
掲
載
な
し
。

・「
昼
の
月
」（
連
作
一
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
三
、
澪
標
、
二
〇
二
三
・
四
）

・「
昼
の
月
」（
連
作
二
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
四
、
澪
標
、
二
〇
二
三
・
七
）

・「
昼
の
月
」（
連
作
三
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
五
、
澪
標
、
二
〇
二
三
・
一
〇
）

・「
昼
の
月
」（
連
作
四
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
六
、
澪
標
、
二
〇
二
四
・
一
）

・「
昼
の
月
」（
連
作
五
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
七
、
澪
標
、
二
〇
二
四
・
四
）

・「
昼
の
月
」（
連
作
六
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
八
、
澪
標
、
二
〇
二
四
・
七
）

・「
昼
の
月
」（
連
作
七
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
九
、
澪
標
、
二
〇
二
四
・
一
〇
）

・「
昼
の
月
」（
連
作
八
）（「
イ
リ
プ
ス

Ⅲ
ｒ
ｄ
」
一
〇
、
澪
標
、
二
〇
二
五
・
一
）

３
．
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

・「
地
に
生
き
る
芸

佐
賀
に
わ
か

九
州
女
の
心
意
気
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、

一
九
七
九
・
六
）

・「
地
に
生
き
る
芸

あ
る
琵
琶
師
と
火
野
葦
平
」（
「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九

七
九
・
七
）

・「
地
に
生
き
る
芸

〈
ゴ
ッ
タ
ン
〉
の
女
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九
七
九
・

一
〇
）

・「
地
に
生
き
る
芸

桜
島
に
流
れ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九

七
九
・
一
一
）

・「
地
に
生
き
る
芸

〈
血
〉
を
唄
う
女
・
津
和
の
り
子
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、

一
九
七
九
・
一
二
）

・「
地
に
生
き
る
芸

涙
を
笑
い
と
ば
す
三
味
線
人
生

玉
川
ス
ミ
」（「
潮
」

潮
出
版
社
、
一
九
八
〇
・
二
）

・「
地
に
生
き
る
芸

地
上
一
〇
メ
ー
ト
ル
最
後
の
芸
」（
「
潮
」
潮
出
版
社
、

一
九
八
〇
・
三
）

・「
地
に
生
き
る
芸

今
宵
一
夜
の
じ
ゃ
ん
が
ら
節

津
軽
家
す
わ
子
」（「
潮
」

潮
出
版
社
、
一
九
八
〇
・
四
）
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・「
地
に
生
き
る
芸

花
園
神
社
に
梁
塵
秘
抄
は
流
れ
る

桃
山
晴
衣
」（「
潮
」

潮
出
版
社
、
一
九
八
〇
・
五
）

・「
地
に
生
き
る
芸

炎
情
の
道
行
を
踊
る

長
嶺
ヤ
ス
子
」（
「
潮
」
潮
出
版

社
、
一
九
八
〇
・
六
）

・「
地
に
生
き
る
芸

世
界
を
回
る
夢
み
る
ダ
ン
サ
ー

石
川
み
の
り
」（「
潮
」

潮
出
版
社
、
一
九
八
〇
・
七
）

・「
地
に
生
き
る
芸

旅
芸
人
の
花
道

丘
輝
美
」（
「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九

八
〇
・
八
）

・「
地
に
生
き
る
芸

流
れ
す
ぎ
て
ゆ
く
時
の
淵
で

薩
め
ぐ
み
」（「
潮
」
潮

出
版
社
、
一
九
八
〇
・
九
）

※
『
女
芸
人
聞
書
』
未
収
録
。

・「
地
に
生
き
る
芸

女
剣
劇
の
響
き
は
消
え
ず

浅
香
光
代
」（「
潮
」
潮
出

版
社
、
一
九
八
〇
・
一
〇
）

・「
地
に
生
き
る
芸

美
し
い
狂
女
を
演
じ
る

白
石
加
代
子
」（
「
潮
」
潮
出

版
社
、
一
九
八
〇
・
一
一
）

・「
地
に
生
き
る
芸

マ
イ
ム
を
舞
う
夜
叉

ヨ
ネ
ヤ
マ
・
マ
マ
コ
」（「
潮
」
潮

出
版
社
、
一
九
八
〇
・
一
二
）

・「
日
向
「
新
し
き
村
」
へ
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九
八
三
・
三
）

・「「
小
燕
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
の
歌
姫
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九
八
五
・
二
）

・「「
新
し
き
村
」
二
人
の
晩
秋
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九
九
一
・
一
）

・「
現
代
の
顔
９

大
田
昌
秀

―
沖
縄
県
知
事

平
和
を
つ
く
る
地
方
政
治

の
挑
戦
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九
九
一
・
六
）

・「
取
材
者
の
眼

―
農
村
と
農
業
の
現
場
か
ら

―
」（
「
西
日
本
文
化
」
三

五
五
、
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
九
九
・
一
〇
）

４
．
エ
ッ
セ
イ

・「
受
賞
の
こ
と
ば
」（「
文
藝
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
一
・
一
二
）

・「
二
つ
の
石
」（「
文
學
界
」
文
藝
春
秋
、
一
九
七
三
・
五
）

・「
出
会
い

一
冊
の
本
」（「
海
」
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
・
八
）

・「
読
書
ノ
ー
ト

ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ブ
リ
／
ア
ン
ド
レ
・
マ
ン
ラ
＝
著

河
合
亨
訳
『
わ
が
告
発
』」（「
文
化
評
論
」
一
四
五
、
日
本
共
産
党
中
央
委

員
会
、
一
九
七
三
・
八
）

・「
一
輪
の
花
の
幻

長
岡
弘
芳
『
原
爆
文
学
史
』」（「
文
芸
展
望
」
三
、
筑
摩

書
房
、
一
九
七
三
・
一
〇
）

・「
宿
」（「
三
田
文
学
」
三
田
文
学
会
、
一
九
七
三
・
一
一
）

・「
〝
佐
賀
に
わ
か
〟
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九
七
九
・
一
）

・「
視
点

邂
逅
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
一
・
一
〇
・
夕
刊
）

・「
視
点

削
ら
れ
た
サ
イ
ン
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
一
・
一
七
・
夕
刊
）

・「
視
点

未
成
の
ま
ま
…
…
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
一
・
二
四
・
夕
刊
）

・「
視
点

雲
の
穴
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
一
・
三
一
・
夕
刊
）

・「
視
点

重
い
音
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
二
・
七
・
夕
刊
）

・「
視
点

戸
籍
謄
本
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
二
・
一
四
・
夕
刊
）

・「
視
点

ブ
ー
ツ
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
二
・
二
一
・
夕
刊
）

・「
視
点

暁
闇
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
二
・
二
八
・
夕
刊
）

・「
視
点

母
の
仕
事
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
三
・
六
・
夕
刊
）

・「
視
点

青
空
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
三
・
一
三
・
夕
刊
）

・「
視
点

父
と
息
子
の
勲
章
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
三
・
二
七
・
夕
刊
）

・「
あ
る
芸
人
と
の
出
会
い
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九
八
一
・
二
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

青
い
空
が
き
ら
い
」（
「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
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九
八
一
・
六
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

あ
る
夫
婦
の
話
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九

八
一
・
七
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

あ
じ
さ
い
の
花
」（
「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九

八
一
・
八
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

私
の
八
月
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九
八
一
・
九
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

書
く
こ
と
、
生
き
る
こ
と
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣

局
、
一
九
八
一
・
一
〇
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

秋
、
そ
し
て
花
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九

八
一
・
一
一
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

秋
、
人
・
出
会
い
と
別
れ
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣

局
、
一
九
八
一
・
一
二
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

日
向
新
し
き
村
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九

八
二
・
一
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

夜
更
け
の
電
話
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九

八
二
・
二
）

・「
暮
し
の
つ
み
草

本
音
は
ど
こ
に
」（「
革
新
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九

八
二
・
三
）

・「
美
し
い
話
」（「
か
く
し
ん
」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九
八
二
・
一
一
）

・「
テ
レ
ビ
と
私

私
自
身
が
社
会
の
窓
に
」（「
か
く
し
ん
」
民
社
党
本
部
教
宣

局
、
一
九
八
五
・
八
）

・「
博
多
独
楽
」（「
知
識
」
ア
ー
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
ノ
ア
「
知
識
」
出
版
部
、

一
九
八
五
・
一
一
）

・「
読
書
日
記

夫
や
子
が
離
れ
た
時
の
女
の
孤
独
を
思
う
『
寂
庵
だ
よ
り
』」

（「kakushin

」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九
八
六
・
一
一
）

・「
戦
艦
〈
大
和
〉
の
妻
」（「kakushin

」
民
社
党
本
部
教
宣
局
、
一
九
八
八
・
九
）

・
「
心
に
残
る
本
３

毎
年
、
手
に
と
る
恋
愛
小
説

『
花
影
―
大
岡
昇
平

著
」（「
パ
ン
プ
キ
ン
」
潮
出
版
社
、
一
九
九
七
・
三
）

・「
近
況
往
来

書
く
こ
と
が
私
の
人
生
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
〇
三
・
一
・

一
一
）

・「
白
い
鳥
が
飛
び
立
っ
た
」（「
あ
し
へ
い
」
八
、
創
言
社
、
二
〇
〇
五
・
一
二
）

・「
会
報
創
刊
号
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」（「
北
九
州
文
学
協
会
会
報
」
二
、
北

九
州
文
学
協
会
、
二
〇
〇
七
・
一
）

・「
長
い
空
白
、
罪
の
気
配
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
〇
・
八
・
一
四
）

・「「
炭
塵
の
ふ
る
町
」
に
寄
せ
て
」（「
ひ
ろ
ば
北
九
州
」
三
〇
六
、
北
九
州
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
、
二
〇
一
一
・
一
二
）

・「
一
本
刀
土
俵
入
り
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
三
・
八
・
一
七
）

・「
文
学
を
し
っ
か
り
摑
ん
だ
ま
ま
」（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
三
、「
す
と
ろ
ん
ぼ

り
」
の
会
、
二
〇
一
四
・
一
）

・「
「
北
九
州
市
立
文
学
館
・
友
の
会
」
会
長
に
就
任
し
て
」（
「
北
九
州
市
立

文
学
館
友
の
会
会
報
」
一
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
四
・
一
二
）

・「「
諫
早
」
に
て
。」（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
四
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
一
四
・
一
二
）

・「「
北
九
州
市
立
文
学
館
・
友
の
会
」
二
年
目
、
会
長
と
し
て
」（
「
北
九
州

市
立
文
学
館
友
の
会
会
報
」
二
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
五
・
一
〇
）

・「
小
倉
に
住
ん
で
。」（
小
野
恵
、
中
西
由
紀
子
、
稲
田
大
貴
、
今
川
英
子
企
画
・

編
集
「
北
九
州
市
立
文
学
館
第
二
一
回
特
別
企
画
展

ブ
ン
ガ
ク
最
前
線
―
北

九
州
発
」
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
五
・
一
〇
）

・「
筑
紫
美
主
子
さ
ん
と
私
」（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
五
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の

会
、
二
〇
一
五
・
一
二
）
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５
．
そ
の
他
（
解
説
、
講
演
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
談
、
選
評
等
）

・「
〝
原
爆
後
の
長
崎
〟
を
背
負
っ
て
」（
「
長
崎
の
証
言
ニ
ュ
ー
ス
」
一
三
、
長

崎
の
証
言
の
会
、
一
九
七
二
・
三
）

※
通
信
文

・
福
田
須
磨
子
詩
碑
建
立
委
員
会
編
「
福
田
須
磨
子
詩
碑
」（
福
田
須
磨
子
詩

碑
建
立
委
員
会
、
一
九
七
五
・
八
）

※
詩
碑
カ
ン
パ
の
通
信
文
。

・「
九
三
・
北
九
州
文
化
シ
ー
ン

文
学
・
後
藤
み
な
子
さ
ん
」（「
西
日
本
新

聞
」
一
九
九
三
・
一
二
・
二
六
）

※
談
話

・
北
九
州
市
女
性
史
編
纂
実
行
委
員
会
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
著
『
北
九
州
市
女
性
の
一
〇
〇
年
史

お
ん
な
の
軌
跡
・

北
九
州
』（
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
〇
五
・
一
二
）

※
後
藤
の
執
筆
箇
所
は
、
第
五
章
第
一
節
３
「
創
作
で
紡
ぎ
出
す
人
間
模
様
」（
二

六
六
‐
二
七
〇
頁
）、
第
五
章
第
一
節
５
「
詩
海
に
漕
ぎ
出
す
女
た
ち
」（
二
七

四
‐
二
七
六
頁
）、
第
五
章
第
三
節
１
「「
死
ぬ
ま
で
女
を
描
き
た
い
」」（
二
八
四

頁
）、
第
五
章
第
三
節
６
「
言
葉
の
生
命
を
墨
に
託
す
」（
二
九
〇
‐
二
九
一
頁
）。

・「〈
私
の
浦
上
〉」（「
国
際
文
化
研
究
所
論
叢
」
一
七
、
筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑

紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
国
際
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
・
八
）

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
六
〇
年
を
問
う

文
学
の
視
点
か
ら

―
ア
ジ
ア
・

核
・
基
地

―
」
に
お
け
る
講
演
。

・
星
加
輝
光
、
佐
木
隆
三
、
古
川
薫
、
後
藤
み
な
子
「
九
州
文
学
と
岩
下
俊

作
～
無
法
松
作
家
の
素
顔
を
語
る
～
」（「
燭
台
」
四
、
新
日
本
教
育
図
書
、

二
〇
〇
八
・
六
）

・「
選
評
」（
「
第
一
回
（
二
〇
〇
七
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
受
賞
作
品

集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
〇
八
・
三
）

・
後
藤
み
な
子
、
塚
原
泰
介
（
聞
き
手
）「
い
ま
、
戦
争
を
考
え
る

今
も
原
爆
の

刻
を
曳
く
」（「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
・
一
二
）

※
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
二
〇
〇
八
年
八
月
一
二
日
放
送
。

・「
選
評
」（
「
第
二
回
（
二
〇
〇
八
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
受
賞
作
品

集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
〇
九
・
三
）

・「
選
評
」（「
ひ
び
き
」
北
九
州
文
学
協
会
事
務
局
、
二
〇
一
一
・
三
）

※
第
四
回
（
二
〇
一
〇
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
作
品
集

・「
会
長
に
就
任
し
て
」（「
北
九
州
文
学
協
会
会
報
」
二
七
、
北
九
州
文
学
協
会
、

二
〇
一
一
・
四
）

・「
選
評
」（「
ひ
び
き
」
北
九
州
文
学
協
会
事
務
局
、
二
〇
一
二
・
三
）

※
第
五
回
（
二
〇
一
一
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
作
品
集

・「
選
評
」（「
ひ
び
き
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
一
三
・
三
）

※
第
六
回
（
二
〇
一
二
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
作
品
集

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き
」
市
政
五
〇
周
年
記
念
号
、
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
一

四
・
二
）

※
第
七
回
（
二
〇
一
三
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
作
品
集

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
九
回
（
二
〇
一
五
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞

作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
一
六
・
三
）

・
今
川
英
子
、
後
藤
み
な
子
（
聞
き
手
）
「「
今
」
を
映
す
文
学
館
に

開
館

一
〇
周
年

今
川
英
子
館
長
に
聞
く
」（「
北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
会
報
」

四
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
七
・
一
）

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
十
回
（
二
〇
一
六
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞

受
賞
作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
一
七
・
三
）
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・「
理
事
長
か
ら
皆
さ
ま
へ
」（
「
北
九
州
文
学
協
会
だ
よ
り
」
一
〇
、
北
九
州
文

学
協
会
、
二
〇
一
八
・
一
）

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
十
一
回
（
二
〇
一
七
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学

賞
受
賞
作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
一
八
・
三
）

・「
理
事
長
か
ら
皆
さ
ま
へ
」（
「
北
九
州
文
学
協
会
だ
よ
り
」
一
二
、
北
九
州
文

学
協
会
、
二
〇
一
九
・
一
）

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
十
二
回
（
二
〇
一
八
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学

賞
受
賞
作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
一
九
・
三
）

・「
理
事
長
か
ら
皆
さ
ま
へ
」（
「
北
九
州
文
学
協
会
だ
よ
り
」
一
四
、
北
九
州
文

学
協
会
、
二
〇
二
〇
・
一
）

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
十
三
回
（
二
〇
一
九
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学

賞
受
賞
作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
二
〇
・
三
）

・「
被
爆
七
五
年

明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
三
）「
心
の
浸
食
」
表
し
続
け
る

長
崎
原
爆
後
の
家
族
を
テ
ー
マ
に
す
る
作
家

後
藤
み
な
子
さ
ん
（
八

三
）」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
二
〇
・
八
・
一
一
）

・「
令
和
二
年
度
総
会
報
告
」（「
北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
会
報
」
一
一
、
北

九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
二
〇
・
八
）

・「
理
事
長
か
ら
皆
さ
ま
へ
」（
「
北
九
州
文
学
協
会
だ
よ
り
」
一
六
、
北
九
州
文

学
協
会
、
二
〇
二
一
・
一
）

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
十
四
回
（
二
〇
二
〇
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学

賞
受
賞
作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
二
一
・
三
）

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
十
五
回
（
二
〇
二
一
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学

賞
受
賞
作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
二
一
・
一
二
）

・「
理
事
長
か
ら
皆
さ
ま
へ
」（
「
北
九
州
文
学
協
会
だ
よ
り
」
一
八
、
北
九
州
文

学
協
会
、
二
〇
二
二
・
一
）

・「
選
評
」（
「
ひ
び
き

第
十
七
回
（
二
〇
二
三
年
度
）
北
九
州
文
学
協
会
文
学

賞
受
賞
作
品
集
」
北
九
州
文
学
協
会
、
二
〇
二
四
・
二
）

６
．
関
連
文
献

・「
よ
み
う
り
抄

昭
和
四
十
六
年
度
文
芸
賞
」（
「
読
売
新
聞
」
一
九
七
一
・

一
〇
・
二
三
・
夕
刊
）

・「
長
崎
原
爆
の
怨
念
語
る

「
文
芸
賞
」
の
後
藤
み
な
子
さ
ん
」（「
朝
日
新

聞
」
一
九
七
一
・
一
一
・
一
六
）

・「
本
田
元
弥
氏
と
後
藤
み
な
子
さ
ん
に

文
芸
賞
贈
呈
式
」（「
毎
日
新
聞
」

一
九
七
一
・
一
一
・
二
二
・
夕
刊
）

・
鈴
木
勝
子
「
ひ
と
と
き

後
藤
さ
ん
「
長
崎
原
爆
」
書
続
け
て
！
」（
「
朝

日
新
聞
」
一
九
七
一
・
一
一
・
二
五
）

・
江
藤
淳
、
武
田
泰
淳
、
小
島
信
夫
、
野
間
宏
「
選
後
評
」（
「
文
藝
」
河
出

書
房
新
社
、
一
九
七
一
・
一
二
）

・「
よ
み
う
り
抄

第
六
十
六
回
芥
川
賞
・
直
木
賞
予
選
通
過
作
品
」（
「
読

売
新
聞
」
一
九
七
二
・
一
・
七
夕
刊
）

・
井
上
靖
、
吉
行
淳
之
介
、
永
井
龍
男
、
中
村
光
夫
、
大
岡
昇
平
、
安
岡
章

太
郎
、
瀧
井
孝
作
、
丹
羽
文
雄
、
舟
橋
聖
一
「
第
六
十
六
回
芥
川
賞
選
評
」

（「
文
藝
春
秋
」
文
藝
春
秋
、
一
九
七
二
・
三
）

・
河
野
多
恵
子
、
川
村
二
郎
「
対
談
時
評
」（「
文
學
界
」
文
藝
春
秋
、
一
九
七

二
・
五
）

・
江
刺
昭
子
「
〝
原
爆
後
の
人
間
〟
の
生
き
ざ
ま

―
「
刻
を
曳
く
」「
三

本
の
釘
の
重
さ
」
に
み
る
後
藤
み
な
子
氏
の
決
意

―
」（「
長
崎
の
証
言
」

四
、
長
崎
の
証
言
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
二
・
七
）
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・
大
岡
昇
平
、
井
上
靖
、
吉
行
淳
之
介
、
安
岡
章
太
郎
、
中
村
光
夫
、
丹
羽

文
雄
、
永
井
龍
男
、
瀧
井
孝
作
、
舟
橋
聖
一
、「
第
六
十
七
回
芥
川
賞
選

評
」（「
文
藝
春
秋
」
文
藝
春
秋
、
一
九
七
二
・
九
）

※
『
芥
川
賞
全
集
』
九
（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
二
・
一
〇
）
に
所
収
。

・
松
原
新
一
「
長
崎
被
爆
者
の
生
と
内
面

―
沈
黙
に
ひ
そ
む
怖
れ
と
痛
み
」

（「
読
売
新
聞
」
一
九
七
二
・
九
・
二
二
）

・
北
山
哲
郎
「
書
評

後
藤
み
な
子
『
刻
を
曳
く
』」（「
三
田
文
学
」
三
田
文

学
会
、
一
九
七
二
・
一
一
）

・
草
鹿
外
吉
、
長
谷
川
綾
子
、
松
田
解
子
「
座
談
会
・
現
代
文
学
を
ど
う
読

む
か
（
一
〇
）
高
井
有
一
『
遠
い
日
の
海
』・
後
藤
み
な
子
『
刻
を
曳
く
』」

（「
文
化
評
論
」
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、
一
九
七
三
・
一
）

・
川
村
二
郎
「
文
芸
時
評
〈
上
〉
」（
「
読
売
新
聞
」
一
九
七
三
・
六
・
二
七
）

・
中
里
喜
昭
「
長
崎
の
原
爆
を
え
が
く

―
私
事
は
ど
う
超
え
ら
れ
た

か

―
」（「
長
崎
の
証
言
」
五
、
長
崎
の
証
言
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
三
・
七
）

・
佐
多
稲
子
、
遠
藤
周
作
、
高
橋
英
夫
「
創
作
合
評
」（
「
群
像
」
講
談
社
、

一
九
七
三
・
八
）

・
松
田
悠
美
「
後
藤
み
な
子
」（
「
國
文
學

解
釈
と
鑑
賞
」
至
文
堂
、
一
九
七

三
・
九
）

・「
東
京
を
捨
て
る
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
七
四
・
六
・
一
九
・
夕
刊
）

・
萬
田
務
「
刻
を
曳
く

後
藤
み
な
子
」（「
國
文
學

解
釈
と
鑑
賞
」
至
文
堂
、

一
九
七
四
・
七
）

・
夏
堀
正
元
「
後
藤
み
な
子
に
つ
い
て
」（『
眼
―
わ
が
純
粋
観
客
』
お
り
じ
ん
書

房
、
一
九
七
四
・
一
一
）

・
長
岡
弘
芳
「
戦
後
文
学
の
な
か
の
原
爆
」（「
方
向
感
覚
」
三
四
、
方
向
感
覚

の
会
、
一
九
七
六
・
二
）

・
秋
山
駿
「
文
芸
時
評
〈
下
〉」（「
読
売
新
聞
」
一
九
七
七
・
二
・
二
五
）

・
立
原
正
秋
、
古
屋
健
三
「
対
談
時
評

―
戦
争
体
験
と
ジ
ー
ン
ズ
世
界
」

（「
文
學
界
」
文
藝
春
秋
、
一
九
七
七
・
四
）

・
長
岡
弘
芳
『
原
爆
民
衆
史
』（
未
来
社
、
一
九
七
七
・
七
）

※
長
岡
弘
芳
「
戦
後
文
学
の
な
か
の
原
爆
」（
「
方
向
感
覚
」
三
四
、
方
向
感
覚

の
会
、
一
九
七
六
・
二
）
の
再
録
。

・
尾
形
明
子
「
後
藤
み
な
子
」（
日
本
近
代
文
学
館
、
小
田
切
進
編
『
日
本
近
代

文
学
大
事
典
』
二
、
講
談
社
、
一
九
七
七
・
一
一
）

・
Ｔ
「
女
芸
人
聞
書
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、
一
九
八
一
・
六
）

・「
文
学
新
人
賞
受
賞
者
た
ち
の
一
〇
年
の
歳
月
―
小
説
に
憑
か
れ
た
人
た
ち

の
「
今
い
ず
こ
」」（「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
新
潮
社
、
一
九
八
二
・
一
・
一
‐
八
合
併
号
）

・
黒
古
一
夫
「〈
地
獄
〉
か
ら
の
帰
還
者
た
ち

―
原
爆
文
学
論
（
下
）」（「
教

育
国
語
」
六
九
、
む
ぎ
書
房
、
一
九
八
二
・
六
）

・
佐
藤
静
夫
「
戦
後
文
学
の
な
か
の
〝
原
爆
文
学
〟
」（「
文
化
評
論
」
新
日
本

出
版
社
、
一
九
八
二
・
九
）

・
井
上
靖
、
吉
行
淳
之
介
、
永
井
龍
男
、
中
村
光
夫
、
大
岡
昇
平
、
安
岡
章

太
郎
、
瀧
井
孝
作
、
丹
羽
文
雄
、
舟
橋
聖
一
「
第
六
十
六
回
芥
川
賞
選
評
」

（『
芥
川
賞
全
集
』
九
、
文
藝
春
秋
、
一
九
八
二
・
一
〇
）

※
「
文
藝
春
秋
」（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
二
・
三
）
の
再
録
。

・
大
岡
昇
平
、
井
上
靖
、
吉
行
淳
之
介
、
安
岡
章
太
郎
、
中
村
光
夫
、
丹
羽

文
雄
、
永
井
龍
男
、
瀧
井
孝
作
、
舟
橋
聖
一
、「
第
六
十
七
回
芥
川
賞
選

評
」（『
芥
川
賞
全
集
』
九
、
文
藝
春
秋
、
一
九
八
二
・
一
〇
）

※
「
文
藝
春
秋
」（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
二
・
九
）
の
再
録
。

・
早
川
雅
之
「
長
崎
の
文
学
Ⅴ

林
京
子
と
後
藤
み
な
子
」（
「
人
文
社
会
研

究
」
六
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
教
養
部
、
一
九
八
三
・
三
）
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・
黒
古
一
夫
『
原
爆
と
こ
と
ば

―
原
民
喜
か
ら
林
京
子
ま
で
』（
三
一
書
房
、

一
九
八
三
・
七
）

※
黒
古
一
夫
「
〈
地
獄
〉
か
ら
の
帰
還
者
た
ち
―
原
爆
文
学
論
（
下
）」（
「
教
育

国
語
」
六
九
、
む
ぎ
書
房
、
一
九
八
二
・
六
）
を
再
録
。

・
長
崎
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
編
『
新
訂

長
崎
の
文
学
』（
新

訂
長
崎
の
文
学
研
究
会
、
一
九
八
六
・
一
〇
）

・
早
川
雅
之
「
ナ
ガ
サ
キ
を
描
い
た
三
人
の
女
性
作
家

―
佐
多
稲
子
・
後
藤
み

な
子
・
林
京
子

―
」（「
社
会
文
学
」
四
、
日
本
社
会
文
学
会
、
一
九
九
〇
・
七
）

・「
訃
報

後
藤
敏
郎
氏
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
九
三
・
七
・
二
八
）

※
記
事
中
に
「
作
家
の
後
藤
み
な
子
さ
ん
の
父
」
と
あ
る
。

・「
唯
我
独
創
の
国
か
ら
・
西
日
本
二
〇
世
紀
〝
人
〟
点
描
（
一
二
）
二
番
走

者
」（「
西
日
本
新
聞
」
一
九
九
八
・
六
・
一
九
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
萬
田
務
『
心
の
棲
み
家

―
昭
和
の
作
家
群
像
』（
双
文
社
出
版
、
一
九
九
八
・
八
）

※
萬
田
務
「
刻
を
曳
く

後
藤
み
な
子
」（「
國
文
學

解
釈
と
鑑
賞
」
至
文
堂
、

一
九
七
四
・
七
）
を
再
録
。

・「
後
藤
み
な
子
」（
神
奈
川
文
学
振
興
会
編
『
原
爆
文
学
展

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ

―
原
民
喜
か
ら
林
京
子
ま
で

―
』
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
文

学
振
興
会
、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）

※
作
者
紹
介
。

・
栗
田
藤
平
「
あ
と
が
き
」（
「
九
州
作
家
」
一
一
四
、
九
州
作
家
社
、
二
〇
〇

〇
・
一
一
）

※
後
藤
の
同
人
入
会
に
つ
い
て
。

・「
長
崎
原
爆
の
怨
念
語
る

「
文
芸
賞
」
の
後
藤
み
な
子
さ
ん
」（「
ド
キ
ュ
メ

ン
ト

人
と
業
績
大
事
典
」
編
集
委
員
会
編
『
新
聞
に
見
る
人
物
大
事
典

ド
キ

ュ
メ
ン
ト

人
と
業
績
大
事
典
』
九
、
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
・
一
二
）

※
「
朝
日
新
聞
」（
一
九
七
一
・
一
一
・
一
六
）
の
再
録
。

・
花
田
俊
典
「
忘
却
す
る
権
利

後
藤
み
な
子
「
刻
を
曳
く
」」、「〈
火
〉
と

〈
日
〉

野
見
山
朱
鳥
と
金
丸
桝
一
」（
花
田
俊
典
『
清
新
な
光
景
の
軌
跡

―

西
日
本
戦
後
文
学
史

―
』
西
日
本
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
・
五
。
補
訂
版
、
二

〇
〇
四
・
四
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

私
的
な
言
葉
の
持
つ
強
さ
」（
「
西
日
本

新
聞
」
二
〇
〇
二
・
九
・
三
）

・
花
田
俊
典
「
雪
月
花
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
〇
二
・
九
・
五
）

・
松
原
新
一
「
よ
み
う
り
文
芸
時
評

創
作

後
藤
み
な
子
「
桐
の
露
地
」

語
り
難
い
も
の
に
迫
る
力
作
」（
「
読
売
新
聞
」
西
部
、
二
〇
〇
二
・
九
・

二
四
・
夕
刊
）

・
浦
田
義
和
「
文
芸
リ
ポ
ー
ト
・
同
人
誌
」（「
朝
日
新
聞
」
西
部
、
二
〇
〇
二
・

一
一
・
一
六
）

・「
〝
移
動
支
局
の
精
神
〟
い
つ
ま
で
も

名
残
惜
し
ん
で
閉
局
式
」（
「
毎
日

新
聞
」
福
岡
、
二
〇
〇
三
・
九
・
二
九
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・「
福
岡
「
は
が
き
随
筆
」
の
集
い

五
〇
人
が
和
や
か
に
交
流
」（「
毎
日
新

聞
」
福
岡
、
二
〇
〇
四
・
三
・
七
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・「
毎
日
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会

北
九
州
の
後
藤
さ
ん
、
林
芙
美
子
テ
ー
マ
に
講

演
」（「
毎
日
新
聞
」
山
口
、
二
〇
〇
四
・
四
・
二
六
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
坂
口
博
「
後
藤
み
な
子
」（
福
岡
市
総
合
図
書
館
文
学
・
文
書
課
文
学
係
編
『
福

岡
と
芥
川
賞
・
直
木
賞

―
そ
の
作
家
と
作
品
』
福
岡
市
総
合
図
書
館
文
学
・
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文
書
課
文
学
係
、
二
〇
〇
四
・
六
）

※
無
署
名
だ
が
坂
口
が
執
筆
。

・
黒
古
一
夫
「「
精
神
の
地
獄
」
を
描
く

―
後
藤
み
な
子
『
刻
を
曳
く
』
ほ

か
」（
黒
古
一
夫
『

世
紀
の
若
者
た
ち
へ
４

原
爆
は
文
学
に
ど
う
描
か
れ
て

21

き
た
か
』
八
朔
社
、
二
〇
〇
五
・
八
）

・
「
模
索
す
る
表
現
者
た
ち

被
爆
六
〇
年
２

小
説
家
の
傷

時
間
を
超

え
る
力
、
信
じ
て
」（「
朝
日
新
聞
」
西
部
、
二
〇
〇
五
・
一
〇
・
五
）

・
松
原
新
一
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
の
発
行
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
五
・
一
二
）

※
松
原
か
ら
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
同
人
に
配
布
さ
れ
た
。

・
小
沢
節
子
、
直
野
章
子
、
田
崎
弘
章
、
柳
瀬
善
治
、
川
口
隆
行
「
第
一
六

回
原
爆
文
学
研
究
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

原
爆
を
ど
の
よ
う
に
語
り
う

る
か

―
原
爆
を
描
く
こ
と
、
受
容
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
」（
「
原
爆
文
学

研
究
」
増
刊
号
、
花
書
院
、
二
〇
〇
六
・
三
）

※
田
崎
の
発
言
で
言
及
。

・
松
原
新
一
「「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
通
信
」（
一
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二

〇
〇
六
・
七
・
二
五
）

※
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
（
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
の
会
、
二
〇
〇
六
・
七
）
に
添

付
さ
れ
、
一
号
の
み
出
さ
れ
た
。

・
松
本
常
彦
「
時
評

小
説

終
わ
ら
な
い
過
去
を
回
想
」（
「
読
売
新
聞
」

西
部
、
二
〇
〇
六
・
八
・
二
四
）

・
中
野
和
典
「
忘
却
の
彼
岸

―
後
藤
み
な
子
「
刻
を
曳
く
」
論

―
」（「
原

爆
文
学
研
究
」
五
、
花
書
院
、
二
〇
〇
六
・
一
〇
）

・「
後
藤
み
な
子
」（
北
九
州
市
立
文
学
館
編
『
北
九
州
の
文
学
』（
北
九
州
市
立

文
学
館
、
二
〇
〇
六
・
一
一
）

※
作
者
紹
介

・「
林
芙
美
子
の
作
品
を
解
説

作
家
の
後
藤
さ
ん

高
取
文
化
塾
で
講
演
」

（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
〇
七
・
二
・
一
二
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
浦
田
義
和
「
文
芸
リ
ポ
ー
ト
・
同
人
誌
」（「
朝
日
新
聞
」
西
部
、
二
〇
〇
六
・

一
一
・
二
四
・
夕
刊
）

・
松
下
博
文
「
こ
と
ば
の
森
か
ら

極
私
的
土
俗
神
話
」（「
毎
日
新
聞
」
西
部
、

二
〇
〇
七
・
三
・
二
四
）

・
田
﨑
弘
章
「
後
日
談
で
あ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
長
崎
原
爆
文
学

―
女
性

視
点
と
日
常
性

―
」（
「
人
間
文
化
研
究
」
五
、
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
人

間
文
化
研
究
科
、
二
〇
〇
七
・
三
）

・
花
田
俊
典
『
花
田
俊
典
の
雪
月
花
』（
西
日
本
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
・
六
）

※
花
田
俊
典
「
雪
月
花
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
〇
二
・
九
・
五
）
を
再
録
。

・「
表
現
者
の
現
場
九
一

作
家

後
藤
み
な
子
さ
ん
」（「
読
売
新
聞
」
西
部
、

二
〇
〇
七
・
六
・
一
七
）

・
松
下
博
文
「
こ
と
ば
の
森
か
ら

帰
還
米
兵
の
闇
」（「
毎
日
新
聞
」
西
部
、

二
〇
〇
七
・
九
・
二
二
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

母
の
愛
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
〇
八
・

一
・
三
〇
）

・
松
本
常
彦
「
時
評

小
説

「
姨
捨
」
の
系
譜

問
い
の
反
復
」（
「
読
売

新
聞
」
西
部
、
二
〇
〇
八
・
二
・
一
・
夕
刊
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

半
ば
す
る
愛
憎
」（
「
西
日
本
新
聞
」
二

〇
〇
八
・
七
・
三
〇
）

・
松
本
常
彦
「
時
評

小
説

誌
名
の
重
さ
に
恥
じ
ぬ
構
成
」（「
読
売
新
聞
」

西
部
、
二
〇
〇
八
・
八
・
一
・
夕
刊
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

守
る
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
〇
八
・
八
・
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二
七
）

・
松
本
道
介
「
同
人
誌
評

〝
生
活
の
無
為
性
〟
」（「
文
學
界
」
二
〇
〇
八
・

一
〇
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

伝
え
る
工
夫
」（
「
西
日
本
新
聞
」
二
〇

〇
九
・
三
・
三
〇
）

・
松
原
新
一
「
文
読
む
月
日
」（「
緑
の
馬
車
」
一
〇
、
松
原
新
一
、
二
〇
〇
九
・
四
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

象
徴
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
〇
九
・
九
・

二
八
）

・
松
原
新
一
「
文
読
む
月
日
」（「
緑
の
馬
車
」
一
三
、
松
原
新
一
、
二
〇
〇
九
・

一
〇
）

・
堀
勇
蔵
「
後
藤
み
な
子
」（
志
村
有
弘
編
『
福
岡
県
文
学
事
典
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
〇
・
三
）

・
松
本
常
彦
「
時
評

小
説

競
馬
の
よ
う
な
男
の
生
き
様
」（「
読
売
新
聞
」

西
部
、
二
〇
一
〇
・
五
・
一
一
・
夕
刊
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

文
学
と
人
生
」（
「
西
日
本
新
聞
」
二
〇

一
〇
・
六
・
一
）

・
松
下
博
文
「
こ
と
ば
の
森
か
ら

や
さ
し
さ
の
文
学
」（「
毎
日
新
聞
」
西
部
、

二
〇
一
〇
・
六
・
二
一
）

・
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ト
リ
ー
ト
「
長
崎
と
人
間
の
未
来
」（
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ト
リ
ー
ト

（
著
）
、
水
島
裕
雅
、
成
定
薫
、
野
坂
昭
雄
（
監
訳
）『
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
を

書
く

―
日
本
文
学
と
原
爆
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
・
七
）

・「
後
藤
み
な
子
さ
ん

小
説
「
樹
滴
」
完
結

「
原
爆
と
家
族
」
問
い
続
け
」

（「
読
売
新
聞
」
西
部
、
二
〇
一
〇
・
八
・
三
・
夕
刊
）

・
松
原
新
一
、
岩
佐
裕
見
「
対
談

呼
び
戻
さ
れ
る
〈
家
族
〉

―
後
藤
み

な
子
『
樹
滴
』
に
つ
い
て

―
」（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
九
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」

の
会
、
二
〇
一
〇
・
一
一
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

焦
点
化
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
〇
・

一
二
・
一
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望
」（「
西
日
本
新
聞

交
流
」
二
〇
一
〇
・
一

二
・
二
九
）

・
松
下
博
文
「
こ
と
ば
の
森
か
ら

正
常
と
異
常
」（「
毎
日
新
聞
」
西
部
、
二

〇
一
一
・
三
・
二
一
）

・
成
田
龍
一
「
解
説

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
と
記
憶
」（『
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
戦
争
と
文
学
一
九

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
』
集
英
社
、
二
〇
一
一
・
六
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

「
額
縁
」
の
役
割
」（
「
西
日
本
新
聞
」

二
〇
一
一
・
九
・
三
〇
）

・
「
ど
う
す
る
キ
タ
キ
ュ
ー

成
熟
都
市
へ
の
羅
針
盤

（
九
）
文
学

る
つ

ぼ
の
街
が
磨
く
思
考
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
二
・
二
・
二
四
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・「
文
人
夫
婦

新
た
な
光

久
留
米
大
名
誉
教
授
ら
研
究
会
」（「
読
売
新
聞
」

西
部
、
二
〇
一
二
・
六
・
三
〇
）

※
山
本
健
吉
・
石
橋
秀
野
研
究
会
の
世
話
人
代
表
に
つ
い
て
。

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

題
材
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
二
・
七
・

三
一
）

・
大
矢
和
世
「
空
白
を
埋
め
る
よ
う
に

四
〇
年
ぶ
り
の
小
説

原
爆
、
父

と
母
…
死
者
と
の
交
感
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
二
・
八
・
八
）

・
田
中
和
生
「
文
芸
時
評

〈
時
間
〉」（
「
毎
日
新
聞
」
二
〇
一
二
・
八
・
二

九
・
夕
刊
）

・
松
本
常
彦
「
時
評

小
説

反
復
す
る
光
景

生
の
断
片
」（「
読
売
新
聞
」

西
部
、
二
〇
一
二
・
九
・
八
）
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・
白
石
明
彦
「
著
者
に
会
い
た
い

阿
修
羅
に
な
っ
て
書
い
た
鎮
魂
歌
」（「
朝

日
新
聞
」
二
〇
一
二
・
九
・
二
三
）

・
松
原
新
一
「
喫
煙
室
・
１
」（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
二
、「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」

の
会
、
二
〇
一
二
・
一
〇
）

・
吉
岡
忍
「
今
月
の
書
評
２

『
樹
滴
』
後
藤
み
な
子
」（「
潮
」
潮
出
版
社
、

二
〇
一
二
・
一
一
）

・
友
納
加
代
子
「
後
藤
み
な
子

四
〇
年
ぶ
り
の
小
説
で
人
間
の
尊
厳
を
描

く
」（「
パ
ン
プ
キ
ン
」
潮
出
版
社
、
二
〇
一
二
・
一
二
）

・
近
藤
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、
川
口
隆
行
（
解
題
）
「
元
編
集
者
が
残
す
『
日
本
の

原
爆
文
学
』
全
一
五
巻
の
記
録
」（「
原
爆
文
学
研
究
」
一
一
、
花
書
院
、
二

〇
一
二
・
一
二
）

※
後
藤
が
『
日
本
の
原
爆
文
学
』
へ
の
収
録
を
断
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
。

・
長
野
秀
樹
「『
樹
滴
』
合
評
会
報
告
」（
「
原
爆
文
学
研
究
会
報
」
四
〇
、
原

爆
文
学
研
究
会
、
二
〇
一
三
・
二
）

※
第
四
〇
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
三
日
）
で
の
合
評
会

の
報
告
。

・「
佐
賀
に
わ
か
第
一
人
者

筑
紫
美
主
子
さ
ん
死
去

九
二
歳
」（「
読
売
新

聞
」
西
部
、
二
〇
一
三
・
一
〇
・
一
一
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
花
田
俊
典
「
ス
カ
ラ
ベ
人
名
事
典
」（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
九
大
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
、
二
〇
一
三
・
一
二
、https://hdl.handle.net/2324/441825

）

・「
松
原
新
一
さ
ん

大
阪
で
偲
ぶ
会
」（「
読
売
新
聞
」
二
〇
一
三
・
一
二
・
二
一
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
松
本
常
彦
「
時
評

小
説

職
場
と
仕
事

現
実
を
描
く
」（「
読
売
新
聞
」

西
部
、
二
〇
一
四
・
三
・
八
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

六
九
年
目
の
夏
」（
「
西
日
本
新
聞
」
二

〇
一
四
・
七
・
三
一
）

・
小
林
孝
𠮷
「
被
爆
の
刻
を
曳
く
家
族
」

―
後
藤
み
な
子
『
炭
塵
の
ふ
る

町
』（「
千
年
紀
文
学
」
一
〇
七
、
千
年
紀
文
学
の
会
、
二
〇
一
四
・
七
）

・
小
林
孝
𠮷
「
鎮
魂
と
い
の
ち
の
滴

―
後
藤
み
な
子
『
樹
滴
』」（
「
千
年
紀

文
学
」
一
〇
八
、
千
年
紀
文
学
の
会
、
二
〇
一
四
・
一
〇
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

少
年
と
少
女
」（
「
西
日
本
新
聞
」
二
〇

一
五
・
一
・
三
〇
）

・
小
林
孝
𠮷
「
記
憶
の
底
の
声

―
後
藤
み
な
子
『
桐
の
露
地
』」（「
千
年
紀

文
学
」
一
〇
九
、
千
年
紀
文
学
の
会
、
二
〇
一
五
・
一
）

・
小
林
孝
𠮷
「
編
集
後
記
」（
「
千
年
紀
文
学
」
一
〇
九
、
千
年
紀
文
学
の
会
、

二
〇
一
五
・
一
）

・
「
小
倉
城
周
辺
の
観
光
活
性
化
策

検
討
会
が
初
会
合

「
泊
ま
れ
る
お

城
」
化
Ｐ
Ｒ

周
辺
施
設
と
の
回
廊
整
備
を
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
五
・

九
・
一
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
三
村
保
子
「
お
す
す
め
の
本
『
炭
塵
の
ふ
る
町
』
後
藤
み
な
子
著
」（「
北
九

州
市
立
文
学
館
友
の
会
会
報
」
二
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
五
・
一
〇
）

・「
後
藤
み
な
子
」（
小
野
恵
、
中
西
由
紀
子
、
稲
田
大
貴
、
今
川
英
子
企
画
・
編

集
「
北
九
州
市
立
文
学
館
第
二
一
回
特
別
企
画
展

ブ
ン
ガ
ク
最
前
線
―
北
九

州
発
」
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
五
・
一
〇
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

人
生
を
決
め
た
時
」（
「
西
日
本
新
聞
」

二
〇
一
五
・
一
一
・
三
〇
）

・「
佐
木
さ
ん
の
思
い
受
け
継
ぐ

北
九
州
で
お
別
れ
の
会

フ
ァ
ン
ら
功
績

振
り
返
る
」（「
読
売
新
聞
」
西
部
、
二
〇
一
五
・
一
二
・
一
〇
）
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※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
松
本
常
彦
「
季
評

小
説

人
生
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
」（
「
読
売
新
聞
」
西

部
、
二
〇
一
五
・
一
二
・
一
二
）

・
楠
田
剛
士
「
後
藤
み
な
子
」（
西
日
本
女
性
文
学
研
究
会
編
、
谷
口
絹
枝
、
西

荘
保
監
修
『
西
日
本
女
性
文
学
案
内
』
花
書
院
、
二
〇
一
六
・
二
）

・
小
林
孝
𠮷
「
い
の
ち
と
原
始
の
森

―
後
藤
み
な
子
」（
小
林
孝
𠮷
『
原
発
と

原
爆
の
文
学
―
ポ
ス
ト
・
フ
ク
シ
マ
の
希
望
』
菁
柿
堂
、
二
〇
一
六
・
三
）

※
「
千
年
紀
文
学
」
一
〇
七
～
一
〇
九
号
掲
載
分
を
ま
と
め
た
も
の
。

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

母
と
子
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
六
・

四
・
三
〇
）

・「「
こ
ん
な
自
主
事
業
を
」
ご
意
見
を

二
十
八
年
度
総
会
開
会
」（「
北
九

州
市
立
文
学
館
友
の
会
会
報
」
三
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
六
・
七
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

世
界
と
一
生
」（
「
西
日
本
新
聞
」
二
〇

一
六
・
一
一
・
二
九
）

・
長
野
秀
樹
「
西
日
本
文
学
展
望

家
と
い
う
装
置
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇

一
七
・
三
・
三
一
）

・「
二
十
九
年
度
総
会
と
初
の
会
員
交
流
会
を
開
催
」（「
北
九
州
市
立
文
学
館

友
の
会
会
報
」
五
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
七
・
七
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
中
川
成
美
『
戦
争
を
よ
む

―
七
〇
冊
の
小
説
案
内
』
第
五
章
９
（
岩
波

新
書
、
二
〇
一
七
・
七
）

・「
い
の
ち
を
み
つ
め
て

後
藤
み
な
子
さ
ん
戦
争
を
語
る

朗
読
と
演
奏
」

（「
毎
日
新
聞
」
福
岡
、
二
〇
一
七
・
八
・
一
一
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
松
永
京
子
「
遺
伝
」（
川
口
隆
行
編
著
『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』（
青
弓

社
、
二
〇
一
七
・
九
）

・
楠
田
剛
士
「
炭
鉱
」（
川
口
隆
行
編
著
『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』（
青
弓

社
、
二
〇
一
七
・
九
）

・「「
文
学
館
と
伴
走
を
」
三
十
年
度
友
の
会
総
会
」（「
北
九
州
市
立
文
学
館
友

の
会
会
報
」
七
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
八
・
八
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・「
家
族
思
い
だ
っ
た
岩
下
俊
作

小
倉
祇
園
太
鼓
四
〇
〇
年

八
田
翠
さ
ん

に
聞
く
」（「
北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
会
報
」
八
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、

二
〇
一
九
・
一
）

※
後
藤
が
聞
き
手
。

・「
小
倉
祇
園
太
鼓
四
百
年
の
歴
史
展
に
あ
わ
せ

総
会
と
講
演
会
」（「
北
九

州
市
立
文
学
館
友
の
会
会
報
」
九
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
一
九
・
八
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・「
文
学
と
サ
ッ
カ
ー
の
架
け
橋
に

ス
ポ
ー
ツ
哲
学
研
究
所
を
設
立

ギ
ラ

ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
社
長

玉
井
行
人
さ
ん
に
聴
く
」（「
北
九
州
市
立
文
学
館

友
の
会
会
報
」
一
〇
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
二
〇
二
〇
・
一
）

※
後
藤
が
聞
き
手
。

・
井
上
浩
志
「
小
説
執
筆
を
中
断
し
た
作
家
の
七
五
年
間

「
長
崎
原
爆
後

の
家
族
」
を
表
現
す
る
後
藤
み
な
子
さ
ん

＃
八
月
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（「
47

ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
二
〇
・
八
・
一
〇
、https://nordot.app/663675509916124257

）

・
尾
形
明
子
「
後
藤
み
な
子
」（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典

増
補
改
訂
デ
ジ
タ
ル
版
』
講
談
社
＝
刊
行
、JapanK

now
ledge

＝
公
開
、
二
〇

二
二
・
五
・
一
〇
）

・「
北
九
州
市
に
平
和
資
料
館

来
春
開
館
目
指
す

八
幡
大
空
襲
ま
ざ
ま
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ざ
と

新
技
術
駆
使
し
若
者
に
伝
承

「
惨
禍
」
壁
に
投
影

戦
争
体
験

証
言
集
め
に
苦
心
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
二
一
・
八
・
五
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
「
北
九
州
文
化

学
び
深
め
る

研
究
会
設
立

文
学
な
ど
テ
ー
マ
に
催

し
」（「
読
売
新
聞
」
西
部
、
二
〇
二
二
・
八
・
四
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
牟
田
口
洸
介
「
戦
後
七
七
年

長
崎
原
爆
で
崩
壊

家
族
書
く

作
家
・

後
藤
み
な
子
さ
ん

使
命
感
胸
に
筆
を
執
る
」（「
読
売
新
聞
」
西
部
、
二
〇

二
二
・
八
・
九
）

・「
兄
が
被
爆
死
・
母
は
心
病
み
「
深
手
を
負
っ
た
獣
」
の
よ
う
に
…
原
爆
で

崩
壊
、
自
身
の
家
族
を
書
き
続
け
る
」（
「
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
」
二
〇
二

二
・
八
・
九
）

※
「
読
売
新
聞
」（
西
部
、
二
〇
二
二
・
八
・
九
）
の
転
載
。

・
山
本
敦
文
「
忘
れ
た
か
っ
た
母
と
原
爆
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
二
三
・
五
・

三
〇
）

・
小
林
孝
𠮷
「
原
爆
の
記
憶
を
書
き
つ
づ
け
る
こ
と

―
後
藤
み
な
子
の
文
学

と
い
の
ち
の
物
語
」（「
労
働
者
文
学
」
九
二
、
労
働
者
文
学
会
、
二
〇
二
三
・
七
）

・
栗
山
雄
佑
「
母
の
〈
狂
気
〉
を
聞
く
」（「
原
爆
文
学
研
究
会
報
」
六
九
、
原

爆
文
学
研
究
会
、
二
〇
二
三
・
一
〇
）

・
中
野
和
典
「
後
藤
み
な
子
」

※
第
七
一
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
）
で
の
配
布
資
料
。

・
楠
田
剛
士
「
後
藤
み
な
子
『
高
円
寺
へ
』
に
向
か
う
た
め
に
」（「
原
爆
文
学

研
究
会
報
」
七
一
・
七
二
、
原
爆
文
学
研
究
会
、
二
〇
二
四
・
八
）

※
第
七
一
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
）
で
の
報
告
要
旨
。

・
岩
下
祥
子
「
個
別
性
を
読
む
と
い
う
こ
と

―
雑
誌
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」

の
活
動
を
通
し
て

―
」（
「
原
爆
文
学
研
究
会
報
」
七
一
・
七
二
、
原
爆
文

学
研
究
会
、
二
〇
二
四
・
八
）

※
第
七
一
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
）
で
の
報
告
要
旨
。

・
栗
山
雄
佑
「
後
藤
み
な
子
「
高
円
寺
へ
」

―
〈
母
の
狂
気
〉
を
描
く
娘
―

作
家
」（「
原
爆
文
学
研
究
会
報
」
七
一
・
七
二
、
原
爆
文
学
研
究
会
、
二
〇
二

四
・
八
）

※
第
七
一
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
）
で
の
報
告
要
旨
。

・
長
野
秀
樹
「
講
演
記
録
一

原
爆
文
学
と
そ
の
研
究
の
現
在
」（
「
西
日
本

国
語
国
文
学
会
」
一
一
、
西
日
本
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
二
四
・
八
）

・
楠
田
剛
士
「
後
藤
み
な
子
の
原
爆
表
現

―
訪
問
譚
と
い
う
方
法
」（
「
昭

和
文
学
研
究
」
八
九
、
昭
和
文
学
会
、
二
〇
二
四
・
九
）

・「
被
団
協
：
核
な
き
世
界

平
和
の
尊
さ

次
代
へ

被
団
協
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞

北
九
州
市
民
ら
思
い
新
た
」（
「
毎
日
新
聞
」
福
岡
、
二
〇
二
四
・
一

二
・
一
一
）

※
後
藤
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

・
楠
田
剛
士
「
後
藤
み
な
子
『
高
円
寺
へ
』
に
向
か
う
た
め
に
」（「
原
爆
文
学

研
究
」
二
三
、
花
書
院
、

二
〇
二
五
・
二
）

・
岩
下
祥
子
「
母
を
取
り
戻
す
た
め
の
「
文
学
」

―
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」

か
ら
『
高
円
寺
へ
』
へ

―
」（「
原
爆
文
学
研
究
」
二
三
、
花
書
院
、

二
〇
二

五
・
二
）

・
栗
山
雄
佑
「
天
皇
を
追
う
〈
母
の
狂
気
〉
を
描
く
娘
―
作
家

―
母
の
記

憶
は
い
か
に
し
て
〈
文
学
〉
と
な
っ
た
の
か
」（「
原
爆
文
学
研
究
」
二
三
、
花

書
院
、

二
〇
二
五
・
二
）

・
岩
下
祥
子
、
楠
田
剛
士
、
栗
山
雄
佑
「
後
藤
み
な
子
小
説
事
典
」（「
原
爆

文
学
研
究
」
二
三
、
花
書
院
、

二
〇
二
五
・
二
）


